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 論文題名 
Pulmonary vessels and bronchus anatomy of the left lower lobe 
 
 研究目的 
    解剖学的肺切除術、とくに肺区域切除においては肺血管気管支の解剖学的構造の
把握が必須となる。左肺の気管支、肺動脈、肺静脈の分岐走行パターンは完全に解明
されていない。本研究では 3D-CT 検査で得られた画像データを用いて左肺下葉の肺
血管気管支の分岐走行パターンを明らかにすることを目的とした。                                                                                                       
 
 研究方法   
    2008年 1月～2018年 10月までの期間中に、肺切除術の術前 3D-CT検査を受け
た患者を対象とした。造影 CT により得られたデータを使用し 3 次元画像構築ソフト
により 3D imageが作成された。作成された肺血管気管支の 3D imageは亜区域枝ま
で正しく構築されているか検証した。その後、分岐パターンを亜区域枝まで解析した。                                      
                                                                             
 
研究成績及び考察 
    537 名の患者の肺血管気管支の分岐走行パターンを解析した。左 B7 の頻度を明
らかにし、左肺 S9 と左肺 S10 の解剖学的境界に当たる V9 の欠落症例の頻度を明ら
かにした。心嚢外肺静脈共通幹形成頻度を初めて算出した。                                                                        
 
結論 
    既報の研究よりも大多数の症例による解析結果は、一般胸部外科医が肺切除を行
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行する V6a や A6 の分岐本数、B*の頻度は鏡視下肺区域切除を行う際に術者へ注意喚起す
べき結果となった。 
 以上の研究内容に対して審査委員による審査が行われ、医学博士の学位授与に値すると
審査委員全員に認められた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
